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 PF-AR 北棟の時間分解 XAFS 実験用ビ
ームライン NW2A では、分散型光学系を
有する時間分解 XAFS 装置（DXAFS 装置、
図 1）を用いた触媒反応メカニズム等に関
する研究を中心に、パルス磁場による時間
分解 XMCD 実験や全く新しい概念に基づ
く高速反射率測定実験、蛍光 X線による高
速イメージング実験など、様々な新しい時
間分解実験の試みが活発になされている。 
 時間分解 DXAFS は不均一系触媒反応
の過渡過程における金属化学種の動的な
電子状態並びに構造変化を捉えるのに最
適な研究手法である。反応ガスの迅速導
入をトリガーとする時間分解測定によっ
て図 2 に示す様な時間分解動径構造関数
が得られ、その時間関数を速度論的に解
析することで反応メカニズムを原子レベ
ルで知ることが可能である。 
 パルスレーザーとの同期によるポンプ
＆プローブ実験に対しては、500 ns ま
でのゲート時間をかけることが可能な
一次元検出器（XSTRIP 検出器）を用い
ることで、PF-AR の 1 パルス X 線のみ
で XAFS スペクトルを得ることが可能
となっている（図 3）。10 回程度の繰り
返しによって十分に解析に耐えるスペ
クトルを得ることが可能である。 

 
図 1 PF-AR NW2A の時間分解 DXAFS装置 

 
図 2 DXAFS 測定によって得られたゼオライト担持
銅の還元反応に関する時間分解動径構造関数 

 
図 3 1 パルスの X線で測定したXAFS スペクトル 


